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よい子たちおめでとう 
ことし四月に入学する新一年生は二つの小学校で112人います。 

《 このほど、赤池保育所で、お遊戯発表会が行なわれ、招ねかれた 

‘ お母さん達は、わが子の可愛い損技に拍手をおくっていました。与s 

， 園する園児の気持ちは、もう一年生、入学知能テストや健康診断も 

ミ 終りましたが、入学式には、からだのわるいところは直して、みん 
《 た〒・与「1プス 己管1 ,市1 ,ト らナ、一 

ぐ ふノu 入いーノ、コー レ d 、 レd 、 ノ’"“。 
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なも く じ 主
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町職員の勇退すすめる 2 

町、県営住宅が完成 2 

戦没者の遺族に 

弔慰金が支給される 2 

町立病院の建設決まる 2 

教育委員決まる 3 

町の地域開発計画を県に要請・・・3 

川の汚れは町の恥 3 

町消防団表彰さる 3 

巣立つ中学生の進路 4 

ふえる町内の窃盗件数 案 
、 

人 

人 

人 

世帯 

町 の 人 口 

(2月現在） 

総人口 9, 3 9 3 

男 4, 4 1 7 

4, 9 7 6 

2, 6 0 8 

女 

世帯数 
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会
 

表
 

発
 

戯
 

遊
 

の
 

園
 

育
 

ー
知
っ
 
て

お

き

た

い

 

一 

役
所
と
の
関
係
L
 

職
業
に
関
す
る
施
設
 

国
家
や
地
方
公
共
団
体
で
は
国
民
の
福
 

祉
や
、
い
ろ
い
ろ
な
利
益
を
進
め
る
た
め
 

に
、
多
く
の
公
費
を
使
っ
て
数
多
く
の
施
 

設
を
も
う
け
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
 

一
股
の
人
は
案
外
こ
れ
を
知
ら
ず
、
何
も
 

Jな
か
っ
た
昔
と
同
様
な
考
え
で
、
自
分
一
 

人
で
苦
労
し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
せ
っ
 

か
く
の
施
設
は
大
い
に
利
用
し
な
く
て
は
 

な
り
ま
せ
ん
。
 

，
国
民
に
は
そ
の
権
利
が
あ
り
ま
す
h
 

‘
遠
慮
な
く
相
談
を
持
ち
こ
ん
で
下
さ
い
。
 

次
に
案
外
知
ら
れ
て
い
な
い
施
設
を
紹
 

保‘I
介
し
ま
し
さ
つ
。
 

秘
 

職
業
に
関
す
る
施
設
 

‘

 

▼
公
共
職
業
安
定
所
I
仕
事
を
捜
し
て
い
 

一
 
一
 

る
人
が
利
用
す
る
所
で
、
失
業
保
険
の
給
 

付
も
し
ま
す
。
 

▼
職
業
訓
練
所
 11 
何
か
の
技
術
を
身
に
つ
 

け
、
し
っ
か
り
し
た
職
場
を
得
た
い
人
の
 

た
め
に
、
無
料
で
六
カ
月
か
一
年
間
の
訓
 

練
を
与
え
、
失
業
者
に
は
そ
の
間
の
生
活
 

費
も
与
え
、
修
了
後
は
就
職
の
世
話
も
し
 

ま
す
。
 

一
▼
内
職
公
共
職
業
補
導
所
廿
家
庭
で
の
内
 

職
も
あ
っ
せ
ん
す
る
と
同
時
に
、
技
術
の
 

指
導
も
し
ま
す
。
 

▼
家
事
サ
ー
ビ
ス
公
共
職
業
補
導
所
廿
未
 

亡
人
や
中
年
婦
人
で
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
的
 

な
仕
事
、
家
政
婦
、
看
護
人
な
ど
そ
れ
ら
 

の
技
術
を
得
た
い
人
に
は
ー
ー
カ
月
間
無
料
 

で
教
え
て
く
れ
ま
す
「
 

▼
身
体
障
害
者
職
業
訓
練
所
I
身
体
障
害
 

の
種
類
や
程
度
に
従
っ
て
可
能
な
職
業
技
 

術
を
授
け
る
と
共
に
就
職
も
あ
っ
せ
ん
し
 

ま
す
。
 

▼
職
業
適
性
相
談
所
I
ど
ん
な
職
業
が
自
 

分
に
適
し
て
い
る
か
を
知
り
た
い
人
、
数
 

十
円
の
手
数
料
で
科
学
的
に
答
を
出
し
て
 

く
れ
ま
す
。
 

▼
労
政
事
務
所
I
労
使
双
方
の
相
談
相
手
 

と
な
る
機
関
で
す
。
 

▼
身
元
保
証
制
度
I
よ
い
成
績
と
健
康
を
 

持
ち
な
が
ら
、
両
親
や
片
親
の
な
い
た
め
 

や
適
当
な
保
証
人
の
な
い
た
め
に
就
職
を
 

は
ば
ま
れ
て
い
る
二
十
才
以
下
の
少
年
に
 

は
、
知
事
が
身
元
保
証
人
に
な
の
ま
す
．
 

く
わ
し
い
こ
と
は
職
業
安
定
所
で
相
談
し
 

て
下
き
い
h
 



け
 

‘、 か
 

あ
 

口
民
 

査
十
 

広
 

か
 

あ
 

n
反

 

＋
立
十
 広

 
田
 

職

員

の

勇

退

す

す

め

る

 

人

事

刷

新

の

た

め

 

二
月
一
一
十
八
日
町
臨
時
議
会
に
お
い
 

‘
者
を
募
集
し
ま
し
た
が
、
入
居
者
は
抽
せ
 

て
、
町
職
員
退
職
勧
奨
条
例
案
が
上
程
さ
 

ん
で
決
定
し
ま
す
。
 

れ
審
議
の
結
果
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
条
例
に
よ
り
ま
す
と
、
町
の
行
政
 

押入 

」 

運
営
の
能
率
向
上
を
図
る
た
め
と
、
職
員
 

の
新
陳
代
謝
に
よ
る
人
事
の
刷
新
を
行
な
 

帖
 

い
、
こ
れ
に
よ
り
退
職
す
る
職
員
の
便
宜
 

ン
」
優
遇
播
置
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
レ
」
し
 

て
い
ま
す
【
 

こ
の
ほ
ど
木
村
町
長
か
ら
町
役
場
職
組
 

（
木
原
正
則
組
合
長
八
＋
五
人
）
、
町
立
 

病
院
職
組
（
森
 

組
合
長
五
十
五
人
）
 

に
条
件
な
ど
を
示
し
ま
し
た
。
 

退
職
者
に
は
町
村
職
員
退
職
手
当
、
組
 

合
の
退
職
手
当
支
給
額
の
特
例
に
関
す
る
 

条
例
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
 

す
。
勧
奨
期
間
は
」
耳
三
十
一
日
ま
で
 

で
す
が
、
町
で
は
退
職
者
の
就
職
を
あ
っ
 

せ
ん
す
る
方
針
を
と
る
こ
と
に
し
て
い
ま
 

す． 
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お
待
た
せ
い
た
し
ま
 

し
た
町
営
、
県
営
住
 

宅
が
完
成
 

町
で
は
県
営
、
町
営
住
宅
の
建
築
を
す
 

す
め
て
来
ま
し
た
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
 

入
居
者
を
待
つ
ば
か
り
で
、
県
営
住
宅
の
 

建
築
一
月
数
は
三
十
」
会
月
で
、
す
で
に
入
居
 

者
は
決
ま
り
ま
し
た
。
 

町
営
住
宅
は
土
ハ
戸
で
、
三
月
に
入
居
 

教
育
委
員
に
 

内
田
・
山
尾
氏
が
就
任
 

赤
池
町
教
育
委
員
、
柴
田
直
美
・
内
田
 

波
夫
両
氏
の
任
期
満
了
に
伴
な
う
、
教
育
 

委
員
の
選
任
に
つ
い
て
二
月
ニ
十
八
日
臨
 

時
議
会
で
、
内
田
波
夫
氏
（
再
任
）
と
山
 

尾
繁
夫
氏
（
新
任
）
が
選
出
さ
れ
、
教
育
 

委
員
に
選
ば
れ
ま
し
た
h
 

町
の
産
炭
地
域
開
発
 

計

画

を

県

に

要

請

 

最
近
の
石
炭
産
業
の
急
激
な
衰
退
に
よ
 

っ
て
産
炭
地
筑
豊
は
土
地
も
人
も
陥
没
し
 

て
し
ま
い
ま
し
た
。
県
で
は
石
炭
に
代
る
 

新
し
い
産
業
の
振
興
を
図
る
た
め
近
く
筑
 

豊
地
域
再
開
発
構
想
を
打
ち
出
す
予
定
で
 

あ
り
ま
す
が
，
こ
れ
が
開
発
計
画
露
繰
に
 

乗
せ
た
中
核
企
業
等
の
導
入
に
即
応
す
る
 

受
入
態
勢
の
確
立
を
期
す
る
た
め
、
土
地
 

基
盤
や
環
境
整
備
等
に
対
し
て
、
県
に
お
 

い
て
産
炭
地
開
発
就
労
事
業
（
第
二
種
公
 

共
事
業
）
を
実
堕
9
る
こ
と
に
な
り
ま
し
 

た
。
（
昭
和
四
十
四
年
度
か
ら
五
ケ
年
計
画
 

で
総
額
二
百
億
円
）
今
回
の
開
発
就
労
事
 

業
は
、
あ
く
ま
で
開
発
が
主
体
（
目
的
）
 

で
あ
り
ま
す
が
、
屋
よ
う
の
吸
収
も
ネ
ラ
 

イ
と
し
て
い
ま
す
。
本
町
で
は
基
本
計
画
 

を
た
て
、
県
あ
て
に
要
請
し
ま
し
た
が
、
 

そ
の
大
要
は
次
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。
 

赤
池
町
は
北
九
州
工
業
都
市
に
つ
な
が
 

る
都
市
近
郊
地
域
と
し
て
、
ま
た
福
岡
大
 

都
市
圏
西
瀬
戸
内
工
業
地
域
と
の
関
連
に
 

写
真
は
入
居
者
を
待
つ
 

町
営
住
宅
 

町営住宅（問仕切図） 

戦
没
者
の
遺
族
に
 

弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
る
 

戦
没
者
の
遺
族
に
三
万
円
の
特
別
弔
慰
 

金
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
特
別
弔
慰
金
は
昭
和
十
六
年
＋
一
一
 

月
八
日
の
大
平
洋
戦
争
以
降
に
亡
く
な
ら
 

お
い
て
そ
の
地
理
的
特
性
を
考
慮
し
、
近
 

隣
地
域
と
の
連
け
い
を
高
め
な
が
ら
振
興
 

を
図
っ
て
行
く
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
ま
 

す。 一
、
先
ず
基
幹
道
路
の
整
備
と
し
て
 

小
竹
赤
池
バ
イ
パ
ス
を
新
設
す
る
東
部
 

は
田
川
ー
直
方
バ
イ
パ
ス
に
直
結
し
、
 

西
瀬
戸
内
地
域
へ
の
連
絡
と
し
た
り
、
 

ま
た
一
方
頴
田
町
を
経
て
二
〇
Q
号
バ
 

イ
パ
ス
に
連
絡
す
る
こ
と
に
よ
り
福
岡
 

都
市
圏
と
の
つ
な
が
り
が
密
接
に
な
り
 

、
上
野
峡
の
観
光
開
発
、
福
智
山
の
白
 

然
公
園
化
実
現
の
た
め
赤
池
ー
八
幡
線
 

（
白
雲
ラ
イ
ン
）
の
早
期
完
成
の
実
現
 

は
も
と
よ
り
福
智
山
ト
ン
ネ
ル
を
開
発
 

す
る
こ
と
に
よ
り
、
福
岡
・
筑
豊
・
北
 

こ
の
建
物
の
間
取
り
は
2
D
K
で
，
ブ
 

ロ
ッ
ク
造
り
の
簡
易
耐
火
平
家
建
二
種
住
 

宅
で
所
得
の
低
い
方
に
貸
し
出
さ
れ
る
こ
 

と
に
な
り
ま
す
。
 

れ
た
戦
没
者
の
遺
族
で
昭
和
四
十
年
四
月
 

一
日
現
在
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
 

も
ら
っ
て
い
な
い
場
合
に
限
り
戦
没
者
の
 

子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
、
姉
妹
 

の
つ
ち
生
存
さ
れ
て
い
る
上
順
位
の
遺
族
 

に
対
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
だ
請
求
さ
 

れ
て
い
な
い
方
は
、
い
ろ
い
ろ
と
支
給
条
 

件
も
あ
り
ま
す
か
ら
今
年
の
六
月
三
十
日
 

ま
で
に
請
求
し
な
い
志
又
給
で
き
な
く
な
 

り
ま
す
の
で
役
場
社
会
係
へ
請
求
し
て
下
 

さ
い
．
 戦

傷
病
者
の
妻
に
は
 

十
万
円
支
給
さ
れ
る
 

戦
傷
病
者
の
妻
に
は
十
万
円
の
特
別
給
 

付
金
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
特
別
給
付
金
は
昭
和
十
二
年
七
月
 

七
日
以
降
に
負
傷
し
た
り
病
気
に
な
り
増
 

加
恩
給
又
は
障
害
年
金
等
の
支
給
を
受
け
 

て
い
る
戦
易
病
者
等
で
特
別
項
症
か
ら
第
 

七
項
症
（
障
害
年
金
の
場
合
は
六
項
症
お
 

よ
び
一
款
症
）
ま
で
に
該
当
す
る
方
の
妻
 

に
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

ま
だ
請
求
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
今
年
 

の
六
月
三
十
日
ま
で
に
請
求
し
な
い
と
受
 

給
で
き
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
 

社
会
係
に
早
め
に
相
‘
火
。
上
請
求
し
て
下
 

ノ
州
を
結
ぶ
最
短
コ
ー
ス
と
な
る
た
め
 

の
福
智
山
系
の
夢
奉
〈
促
進
 

二
、
町
道
の
整
備
に
よ
る
農
業
振
興
 

を
促
進
し
、
交
通
運
搬
の
便
を
図
る
。
 

中
核
企
業
の
導
入
に
必
要
な
工
業
団
地
 

又
は
筑
豊
中
央
団
地
（
大
型
機
械
工
 

業
）
に
附
ず
い
し
た
住
宅
団
地
を
、
市
 

場
地
区
に
造
成
す
る
（
産
炭
地
振
興
事
 

業
団
）
 

一I
l
、
水
資
源
を
開
発
す
る
た
め
天
郷
 

地
区
に
貯
水
量
（
六
〇
万
ト
ン
）
の
多
 

目
的
ダ
ム
を
建
設
し
、
工
業
用
水
、
上
 

水
道
か
ん
が
い
用
水
の
確
保
を
図
る
。
 

ま
た
工
業
用
水
専
用
と
し
て
草
場
地
 

区
に
地
下
水
利
用
の
水
源
開
発
を
行
 

●つ。 

町
立
病
院
の
 

建
設
決
ま
る
 

赤
池
町
立
病
院
の
建
設
案
が
臨
時
町
議
 

会
に
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
可
決
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

こ
の
病
院
の
建
設
場
所
は
国
鉄
赤
池
駅
 

一
つ
ら
に
き
ま
り
，
工
期
は
昭
和
四
十
」
一
 

年
、
四
十
四
年
度
の
二
年
次
計
画
で
四
＋
 

赤池町立病院 姿図 1959.1 . 10 m 

「
年
度
中
に
着
工
さ
れ
ま
す
。
 

工
事
費
は
一
億
」
言
万
円
で
鉄
筋
二
階
 

建
、
一
階
は
診
療
室
や
手
術
室
、
検
査
室
 

な
ど
で
、
一
一
階
は
病
室
（
ベ
ッ
ト
数
四
〇
 

床
）
や
看
護
婦
寮
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
 

す
。
広
さ
は
、
 

（
一
、
六
八
七
・
四
平
方
 

米
）
で
、
こ
の
病
院
は
医
療
機
関
の
最
新
 

器
具
な
ど
が
設
備
さ
れ
、
近
代
的
な
町
立
 

病
院
に
う
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
 

赤池駅→ロ 

町立病院建設地 

写
真
上
は
、
町
立
病
院
の
完
成
図
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町
内
の
交
通
事
故
四
〇
件
に
の
ぼ
る
 

町
内
で
発
生
し
た
昭
和
四
十
三
年
一
月
 

一
日
か
ら
＋
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
交
通
 

事
故
は
四
十
件
（
死
亡
「
耳
含
む
）
で
 

す
，
主
な
事
故
発
生
現
場
は
県
道
（
市
場
 

ー
市
津
間
）
こ
れ
ら
の
事
故
の
原
因
は
運
 

転
者
の
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
や
安
全
確
 

認
の
不
注
意
、
飲
酒
運
転
が
大
半
を
占
め
 

て
い
ま
す
。
赤
池
派
出
所
で
は
運
転
者
は
 

安
全
運
転
に
つ
い
て
の
自
覚
を
じ
ゅ
う
ぶ
 

ん
に
認
識
し
て
ほ
し
い
と
い
っ
て
い
ま
 

す
。
又
防
止
対
策
と
し
て
田
川
署
の
 

四
、
農
業
振
興
の
た
め
の
農
業
」
 

盤
整
備
と
営
農
方
式
を
確
立
す
る
た
め
 

、
鉱
害
復
旧
と
と
も
に
土
地
改
良
事
業
 

（
用
水
路
・
溜
池
・
農
道
の
整
備
）
を
 

実
施
し
、
稲
作
と
あ
わ
せ
都
市
近
郊
農
 

業
の
特
価
一
を
生
か
し
た
果
樹
・
花
弁
・
 

ハ
ウ
ス
園
芸
等
産
地
形
成
を
積
極
的
に
 

す
す
め
る
。
 

五
、
教
育
・
厚
生
施
設
に
つ
い
て
、
 

危
険
校
舎
の
改
築
、
環
境
に
恵
ま
れ
な
 

い
児
童
の
た
め
に
健
康
で
明
る
く
た
の
 

し
い
遊
び
場
を
提
供
し
児
童
の
福
祉
を
 

高
め
る
た
め
児
童
遊
園
地
を
上
野
峡
に
 

設
け
る
。
 

な
ど
の
赤
池
町
の
基
本
計
画
を
県
に
要
請
 

し
ま
し
た
。
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川

の

汚

れ

は

町

の

恥

 

「
一
人
一
人
の
心
が
け
が
大
切
」
 

わ
た
し
達
は
伝
染
病
の
恐
ろ
し
さ
を
身
 

を
持
っ
て
体
験
し
た
こ
と
は
、
つ
い
さ
い
 

近
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
h
 

よごれが目立つ福智川 

わ
た
し
達
は
「
予
防
医
学
の
知
識
」
を
 

再
認
識
し
て
衛
生
思
想
に
一
人
一
人
が
つ
 

と
め
て
来
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
暑
さ
に
 

む
か
い
ま
す
が
、
こ
の
と
こ
ろ
町
内
を
流
 

れ
る
川
が
心
な
い
人
に
よ
っ
て
ゴ
（
（
ふ
捨
 

て
ら
れ
て
ま
る
で
簡
易
ゴ
『
II
肌
理
場
の
よ
 

う
な
河
川
が
あ
り
ま
す
。
 

赤
池
町
は
観
光
地
で
も
あ
り
、
観
光
客
 

夢

⑤

 
ボ
タ
山
 

瀞
 
り
勿
＼
“
尽
 

総、 
~「番1 
I L 」 r-

~過ノ~ 

①炭砿本事務所 

②新町・東町住宅 

③北町住宅 

④筑豊繊維工業 

⑤ゴミ処理場 

ゴ
ミ
処
理
場
位
置
図
 

が
春
か
ら
夏
に
か
け
て
ど
っ
と
や
っ
て
来
 

ま
す
。
観
光
「
あ
が
の
へ
ど
つ
ぞ
」
と
む
 

か
え
る
た
め
に
曳
「
か
ら
福
智
川
や
町
の
 

美
化
に
つ
と
め
、
わ
た
し
た
ち
の
周
囲
を
 

誰
れ
が
見
て
も
恥
し
い
場
所
が
な
い
よ
う
 

に
あ
り
た
い
も
の
で
す
。
 

夏
に
な
る
と
学
校
か
ら
解
放
さ
れ
た
子
 

ど
も
達
の
水
遊
び
の
場
に
も
な
り
ま
す
。
 

h
ミ
は
指
定
さ
れ
た
場
所
へ
 

町
で
は
ゴ
ミ
処
理
場
を
赤
池
炭
積
元
火
 

薬
庫
附
近
に
場
所
を
指
定
し
て
い
ま
す
。
 

ゴ
ミ
は
燃
え
る
も
の
は
燃
や
 

し
、
埋
め
る
も
の
は
埋
め
る
よ
 

う
に
心
が
け
他
人
の
迷
惑
に
な
 

ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
 

た
い
。
 

禁
止
の
標
識
や
市
場
小
学
校
か
ら
市
津
バ
 

ス
停
ま
で
の
区
間
を
道
路
の
中
央
に
黄
色
 

い
線
を
引
い
て
追
越
禁
止
を
明
ホ
す
る
よ
 

ー
つ
申
請
し
て
い
ま
す
。
こ
と
し
も
す
で
に
 

九
件
の
交
通
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
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保
険
証
の
有
効
期
間
の
手
続
 

国
民
健
康
保
険
保
険
証
の
有
効
期
限
が
 

三
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。
四
月
一
日
か
 

ら
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
期
間
の
延
長
 

を
国
民
建
康
保
険
係
で
手
続
を
し
て
下
さ
 

学
歴
や
技
術
を
身
に
 

つ
け
将
来
の
夢
を
築
 

一
」
う
ク
 自

衛
官
募
集
中
 

二
等
陸
・
海
・
空
士
に
つ
い
て
、
 

一
、
応
募
資
格
 

十
八
才
か
ら
一
干
五
才
未
満
の
男
女
 

一
、
初
任
給
（
一
七
、
七
〇
〇
円
）
 

実
質
給
与
月
額
約
三
ニ
、
〇
〇
〇
円
 

（
衣
・
食
・
住
・
医
療
費
無
料
支
給
含
 

む〕 ボ
ー
ナ
ス
は
年
「
面
支
給
（
月
額
の
 

四
、
三
カ
月
分
）
 

一
、
技
術
の
販
得
 

月
謝
は
納
め
ず
各
種
技
術
を
修
得
し
、
 

四
十
一
種
の
国
家
免
許
序
鼓
得
す
る
機
 

会
が
あ
り
ま
す
。
 

一
、
進
学
の
夢
が
あ
り
ま
す
。
 

夜
間
の
大
学
、
高
校
に
通
学
が
容
易
で
 

す。 
一
、
自
衛
隊
退
職
時
に
は
有
利
な
条
件
で
 

就
職
で
き
ま
す
。
 

規
則
正
し
い
団
体
訓
練
に
よ
っ
て
根
性
 

が
培
わ
れ
、
立
派
な
装
人
と
し
て
産
 

業
界
で
は
有
利
な
条
件
で
受
け
入
れ
て
 

い
ま
す
・
 

二
身
万
が
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
家
 

公
務
員
の
特
別
職
と
し
て
優
遇
さ
れ
ま
 

す。 
一
、
受
付
 
役
場
総
務
課
で
毎
日
受
付
け
 

し
ま
す
。
試
験
も
毎
日
、
 

I
l
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」博j
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表
 

彰
 

ニ
月
二
十
日
県
消
防
協
会
で
県
消
防
協
 

A
プ
長
か
ら
次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
 

た。 竿
頭
綬
 

赤
他
町
消
防
団
 

精
績
章
 

町
消
防
団
A
長
 

青
柳
 
徳
美
 

勤
続
章
 

第
一
分
団
部
長
 
矢
島
 

進
・
第
二
分
団
大
長
 
谷
冨
次
・
第
 

五
分
団
部
長
 
太
田
芳
彦
 

タ
バ
コ
売
り
上
げ
高
の
 

18 

パ
ー
セ
ン
ト
が
 

町
の
収
入
に
 

町
民
の
み
な
さ
ん
方
が
町
内
の
タ
バ
コ
 

店
で
買
わ
れ
ま
す
と
、
売
り
上
げ
高
の
一
 

八
パ
ー
セ
ン
ト
が
町
の
収
入
と
な
っ
て
い
 

ま
す
。
昭
和
四
十
一
年
は
約
七
百
三
十一 

万m
暴
『
、
た
ば
こ
消
費
税
と
し
て
町
の
大
 

き
な
財
源
と
な
り
ま
し
た
。
 

た
ば
こ
は
ぜ
ひ
町
内
で
お
買
い
求
め
下
 

さ
い
。
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く
ず
れ
っ
ぱ
な
し
の
 

林
 
道
 

富
田
さ
ん
の
住
む
部
落
に
通
じ
る
林
道
 

墜
ハ
月
台
風
で
崩
れ
た
ま
、
に
な
り
、
バ
 

ス
も
運
休
し
て
し
ま
い
ま
し
た
h
 

そ
の
た
め
学
童
の
通
学
は
勿
論
日
常
の
 

必
需
品
を
買
う
に
も
七
キ
ロ
の
道
を
歩
か
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
部
落
の
人
達
は
 

み
ん
な
こ
ま
？
て
い
ま
し
た
．
 

そ
こ
で
富
田
さ
ん
は
早
急
に
道
を
補
修
 

し
て
バ
ス
が
早
く
通
れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
 

し
い
と
行
政
相
談
委
員
に
申
し
出
ま
し
 

た． 申
し
出
を
受
け
た
行
政
相
談
委
員
は
さ
 

っ
そ
く
そ
の
旨
を
行
政
監
察
局
に
報
告
し
 

ま
し
た
の
で
行
政
監
察
局
で
は
直
ち
に
県
 

に
通
知
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
県
で
は
と
 

り
あ
え
ず
小
型
車
が
通
れ
る
よ
う
に
道
を
 

補
修
し
た
う
え
で
本
格
的
な
改
修
に
と
り
 

か
か
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
こ
の
町
の
話
し
で
は
あ
り
ま
せ
 

ん
が
、
こ
の
よ
う
な
話
に
限
ら
ず
役
所
で
 

何
と
か
し
て
も
ら
え
な
い
も
の
か
主
」
弓
 

よ
つ
な
あ
な
た
の
既
簡
や
不
満
や
困
り
ご
 

と
は
ご
え
ん
り
ょ
な
く
猿
田
に
お
住
い
の
 

木
村
伴
太
郎
行
政
相
談
委
員
か
九
州
管
区
 

行
政
監
察
局
（
福
岡
市
中
比
恵
町
一
八
番
 

地
福
岡
合
同
庁
舎
）
に
お
申
し
出
下
さ
 

い。 な
お
赤
池
町
に
お
き
ま
し
て
は
毎
月
十
 

七
日
午
前
九
時
か
ら
午
後
「
蒔
ま
で
町
公
 

民
館
で
左
記
の
方
大
が
ご
相
談
に
応
じ
て
 

お
り
ま
す
か
ら
気
軽
に
お
出
下
さ
い
。
但
 

し
十
七
日
が
日
曜
又
は
祭
日
に
あ
た
り
ま
 

し
た
と
き
は
翌
日
に
い
た
し
ま
す
。
 

相
談
に
応
じ
ま
す
方
女
は
 

福
岡
法
務
局
田
川
支
局
の
職
員
 

人
権
擁
護
委
員
 
荒
木
 
利
雄
 

調
停
委
員
 

太
田
 
達
彦
 

行
糾
一
相
談
委
員
 
木
村
伴
太
郎
 

以
上
 



(4) け
 

い
 

か
 

あ
 

報
 

広
 

巣

立

つ

中

学

生

の

進

路

 

大
半
が
県
外
へ
 
「
就
職
」
 

九
年
間
の
義
務
教
青
を
終
え
懐
し
い
学
 

び
の
舎
を
あ
と
に
巣
立
つ
中
」
」
幸
業
生
は
 

男
子
（
九
土
ハ
名
）
女
子
（
一
〇
一
一
名
）
 

計
一
九
八
名
で
卒
業
生
の
中
に
は
進
ん
で
 

高
校
へ
、
あ
る
い
は
就
職
し
て
直
ち
に
実
 

社
会
に
ふ
み
出
し
、
あ
る
い
は
、
家
業
に
 

従
事
す
る
人
、
卒
業
生
た
ち
は
今
将
来
へ
 

の
大
事
な
出
発
点
に
立
っ
て
い
ま
す
。
就
 

職
す
る
卒
業
生
の
大
半
は
県
外
へ
。
こ
の
 

よ
う
な
傾
向
は
都
市
へ
の
憧
れ
だ
け
で
な
 

く
、
社
会
情
勢
に
な
に
か
欠
陥
が
あ
る
と
 

思
わ
れ
ま
す
．
 

福
岡
市
教
青
委
員
会
の
調
査
で
は
、
集
 

団
就
職
し
て
か
ら
転
力
と
職
を
変
え
就
職
 

者
の
う
ち
一
年
以
内
で
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
 

が
、
二
年
以
内
で
」
六
）
パ
ー
セ
ン
ト
が
ほ
 

か
の
仕
事
に
移
っ
た
り
、
都
市
の
生
活
環
 

境
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
消
息
不
明
 

の
卒
業
生
な
ど
が
目
立
っ
て
い
る
と
報
告
 

さ
れ
て
い
ま
す
．
 

こ
れ
ら
の
問
題
は
企
業
内
容
で
施
設
や
 

厚
生
施
設
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
 

県
外
就
職
者
及
び
県
内
就
職
者
 

府 県 別 男 女 計 
大 阪 5 5 10 
愛 知 1 1 2 
三 重 0 2 2 
兵 庫 0 3 3 
岡 山 1 0 1 
東 京 2 1 3 
京 都 0 1 1 
県 内 2 11 13 

計 11 24 35 

た
り
、
質
金
や
休
憩
時
間
な
ど
に
対
す
る
 

不
満
が
ほ
と
ん
戸
舌
め
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
理
く
つ
は
わ
か
っ
て
も
実
際
に
 

ど
つ
す
れ
ば
よ
い
か
と
な
る
と
非
常
に
む
 

ず
か
し
い
問
題
と
な
り
ま
す
。
 

赤
池
中
学
表
｝
業
生
の
進
路
は
次
の
と
お
 

り
で
す
。
 

卒
業
生
の
進
路
 

口
力
 女

 
男
 口

力
 種

 

男 女 計 

卒業予定者 96 102 198 

進学希望者 74 69 143 

籍 
公共職業訓練所 7 0 7 

17 準看、美容学院 0 7 7 
洋 裁 学 校 0 3 3 

就職決定者 11 24 35 

家事従事者 2 1 3 

岩
崎
君
、
年
賀
ハ
ガ
 

キ

の

一

等

に

当

選

 

猿
田
の
岩
崎
修
君
（
一
大
）
田
川
農
林
 

高
一
年
が
お
年
玉
年
賀
ハ
ガ
キ
の
一
等
に
 

当
選
．
八
ミ
リ
撮
影
機
と
映
写
機
を
も
ら
 

擢
し
た
。
 

岩
崎
君
は
友
人
か
巨
一
枚
も
ら
っ
た
》
つ
 

ち
の
一
枚
で
、
中
学
山
土
時
代
の
同
級
生
か
 

ら
の
年
賀
ハ
ガ
キ
が
好
運
の
当
選
番
号
に
 

な
り
ま
し
た
。
 

修
君
は
大
の
機
械
マ
ニ
ア
で
賞
品
が
八
 

ミ
リ
の
撮
影
機
と
映
写
機
と
知
っ
と
大
喜
 

ぴ
、
「
学
校
を
休
ん
で
で
も
贈
呈
式
に
出
 

た
い
」
と
い
う
ほ
ど
だ
っ
た
が
、
二
月
一
一
 

太
田
局
長
か
ら
賞
品
を
受
 

取
る
修
君
の
お
母
さ
ん
ー
 

十
九
日
母
親
の
フ
サ
エ
さ
ん
が
か
わ
り
に
 

出
席
、
太
田
敏
生
郵
便
局
長
か
ら
賞
品
奏
 

皿
最
り
ま
し
た
。
 

赤
池
町
で
は
昨
年
も
役
場
職
員
・
長
谷
 

川
満
さ
ん
が
一
等
に
当
選
し
て
お
り
、
太
 

田
局
長
は
「
同
じ
町
内
で
二
年
連
続
一
等
 

当
選
者
が
出
る
の
は
珍
し
い
」
と
話
し
て
 

い
ま
し
た
．
 （

お
 

礼
一
 

一
、
金
爵
大
与
」
志
皿
 

一
父
＋
時
元
行
殿
（
上
野
）
香
典
返
し
 

ふ
え
る
町
内
の
窃
盗
件
数
 

署
員
の
ク
は
り
込
み
4
強
化
 

い
ま
さ
ら
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
取
り
上
 

げ
る
べ
き
で
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
 

町
内
で
窃
盗
事
件
が
相
次
ぎ
署
員
も
（
は
 

り
込
み
‘
す
る
な
ど
、
わ
た
く
し
達
も
日
 

頃
か
ら
防
犯
対
策
を
た
て
、
財
産
や
人
名
 

の
保
護
に
つ
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
 

思
わ
れ
ま
す
。
 

昭
和
四
十
三
年
一
月
一
日
か
ら
十
二
月
 

三
十
一
日
ま
で
町
内
で
発
生
し
た
窃
盗
件
 

数
は
五
十
一
件
で
主
に
空
巣
や
忍
び
、
自
 

転
車
な
ど
の
被
害
が
め
だ
っ
て
い
ま
す
。
 

忍
び
と
り
つ
の
は
夜
間
侵
入
の
こ
と
で
 

す
。
こ
れ
ま
で
犯
人
を
ニ
人
逮
捕
し
て
い
 

ま
す
。
 

団
地
ぐ
る
み
で
 

錠
を
一
括
購
入
 

ド
ロ
ボ
ウ
の
被
害
状
況
を
赤
池
派
出
所
 

に
き
い
て
見
ま
す
と
、
や
は
り
玄
関
そ
の
 

他
の
出
入
口
で
、
ガ
ラ
ス
を
ロ
ー
ソ
ク
の
 

火
で
破
っ
た
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
で
窓
の
ガ
 

ラ
ス
を
割
っ
て
、
手
を
入
れ
錠
を
あ
け
て
 

侵
入
す
る
や
り
方
が
多
く
錠
は
ー
つ
だ
け
 

で
な
く
、
二
個
か
三
個
の
補
助
錠
を
取
り
 

つ
け
た
り
、
防
犯
ベ
ル
を
取
り
付
け
た
 

り
、
外
出
の
場
合
隣
り
に
頼
む
と
い
う
こ
 

と
で
盗
難
か
ら
ま
ぬ
が
れ
る
と
い
“
景
が
 

出
来
ま
す
。
 

赤
池
派
出
所
で
は
、
署
員
を
町
内
に
 

（
は
り
込
み
‘
さ
せ
て
犯
人
逮
捕
に
全
力
 

を
あ
げ
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
対
策
と
し
て
伏
原
団
地
で
は
 

錠
を
一
括
購
入
し
て
対
策
に
そ
な
え
て
い
 

ま
す
。
防
犯
（
錠
）
に
関
し
て
の
相
談
は
 

赤
池
派
出
所
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
春
 

に
な
れ
ば
外
出
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
 

す
の
で
防
犯
に
関
し
て
は
細
心
の
心
掛
け
 

が
大
切
で
す
．
 

．
ク
媛
J
弧
）
、
‘
グ
、
‘
タ
、
f
、
ク
、
，
ク
、
グ
、
f
、
“
タ
、
I
”
、
J
、
J
、
？
、
J
、
J
、
【
I
、
J
電
J
‘
「
J
、トク、引I
、
〈
、
ク
、
I
、
“
ク
、
【
β
、
j
、
J
、
J
、
）
、
I
、
J
、
“
‘
、
・
ク
‘
「
、
？
カ
】
、
l
】、） 

と
し
て
 

一
、
金
壱
封
 
大
久
保
カ
ズ
エ
殿
 

亡
夫
初
治
殿
（
上
野
）
香
典
返
し
と
し
 

て
 

一
、
金
壱
封
 
清
原
義
則
殿
 

亡
母
キ
ュ
ウ
殿
香
典
返
し
と
し
て
 

一
、
金
壱
封
 
青
木
殿
 

亡
父
留
吉
殿
禽
尾
町
）
香
典
返
し
と
 

し
て
 

一
、
金
壱
封
 
川
村
サ
チ
子
殿
 

亡
夫
政
昭
殿
（
北
町
）
香
典
返
し
と
し
 

て
 

二
金
索
”
 
大
森
 

一殿 

亡
母
チ
カ
殿
（
本
町
）
香
典
返
し
と
し
 

て
 

一
、
金
壱
封
 
西
園
輝
美
殿
 

亡
息
俊
一
殿
（
西
組
）
香
典
返
し
と
し
 

て
 

一
、
金
壱
封
 
大
場
準
一
殿
 

亡
父
武
夫
殿
（
上
桜
）
香
典
返
し
と
し
 

て
 

一
、
金
壱
封
 
高
園
久
次
殿
 

亡
母
ナ
ツ
ョ
殿
（
伏
原
）
香
典
返
し
と
 

し
て
 

一
、
金
壱
封
 
桑
野
ハ
ル
子
殿
 

亡
夫
円
覚
殿
（
貴
船
）
香
典
返
し
と
し
 

て
 

そ
れ
ぞ
れ
の
方
が
赤
池
町
民
生
事
業
助
 

成
会
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。
 

J
、
）
、
J
、
ク
も
J
、
J
A
、f
、・グA
）
、
J
 

従

業

員

を

募

集

 

福
豊
ブ
ロ
ッ
ク
工
業
K
K
 

昭
和
四
十
一
年
産
炭
地
企
業
誘
致
で
誘
 

致
し
ま
し
た
福
豊
ブ
ロ
ッ
ク
工
業
で
は
男
 

子
従
業
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
．
 

福
豊
ブ
ロ
ッ
ク
工
業
は
、
本
社
を
赤
池
 

町
本
町
に
工
場
を
赤
池
町
大
宇
上
野
と
熊
 

本
県
、
佐
賀
県
に
、
生
産
量
は
赤
池
町
で
 

月
産
十
万
個
生
産
し
て
い
ま
す
。
 

一
・
」
乃
だ
び
製
品
加
工
に
追
わ
れ
従
業
員
 

二
・
足
で
次
の
要
領
で
募
集
し
て
い
ま
 

す。 ▽
募
集
人
員
 
若
干
名
で
四
十
才
迄
の
男
 

子。 

▽
動
務
や
待
遇
の
条
件
 
面
談
の
上
 

▽
申
込
期
日
 
四
月
十
五
日
ま
で
。
 

▽
申
込
先
 
赤
池
町
大
字
赤
池
本
町
 

電
話
赤
池
（
 23 
番） 

福
豊
ブ
ロ
ッ
ク
工
業
株
式
会
社
 

総
務
課
 

一
お
 
知
 
ら
 
せ
一
 

（
・
・
ー
・
・
ー
・
・
ー
・
・
ー
・
・
ー
・
・
」
 

〇
町
民
野
球
大
会
 

一
、
日
時
 
四
月
二
十
日
予
定
 

一
、
資
格
 
町
民
に
限
り
ま
す
が
、
学
生
 

矢
「
は
間
い
ま
せ
ん
．
 

一
、
申
込
先
 
四
月
十
日
ま
で
町
公
 

民
館
に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
 

〇
町
民
ハ
イ
キ
ン
グ
 

ー
、
四
月
二
＋
七
日
 
福
智
山
コ
ー
ス
で
 

実
施
す
る
予
定
で
す
。
 


